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第４節　午王山遺跡と弥生時代の動向

                                                                 石 川　日 出 志

１　午王山遺跡とその周辺の遺跡分布

　これまで 15 次にわたるㄪᰝのࢱ࣮ࢹと資料を今ᅇ⤫一ⓗに෌᳨ウした⤖果、午王山遺跡

が営まれたのは弥生時代中期後半と後期前半～後半であࡾ、後期ึ㢌は✵白期のようで、な

おかつ後期後半でも弥生町式土器ẁ㝵の直前には⤊↉を㏄࠼ることが明らかになった。後期

の集落が⥅⥆する㏵中で環濠が二㔜にᕠらࡉれたྍ⬟ᛶが㧗いことも☜ㄆできた。

　本遺跡は、北ഃにⲨ川ప地をᮃࡴ武蔵野台地北縁に఩⨨し、῝いᾐ㣗地形が南ഃをᶓ᩿す

るために⊂❧ୣとなっている。Ⲩ川流域のࡳならࡎ、㛵東地方の弥生時代遺跡でこれ࡯ど明

☜な⊂❧ୣに集落が形成ࡉれたᐇ౛はきわめて⛥であࡾ、ಶᛶⓗな❧地といってよい。どの

時代の遺跡も、その遺跡が営まれた地形環ቃ、ࡦいては生ែ環ቃとともに、周ᅖの集落で生

άするே々との間に形成ࡉれた社会ⓗ環ቃの中でᏑ❧した。したがって、遺跡⩌の分ᕸ≧ែ

はその遺跡の住Ẹが生άしたᙜ時の生ែⓗ・社会ⓗ環ቃを▱るᡭがかࡾとなる。第 248 図に

弥生時代中期と後期の本遺跡周辺におࡅる遺跡⩌の分ᕸ≧ែを示した。まࡎ中期（上）と後

期（下）をẚ࡭ると、遺跡の࡯とࢇどは台地の縁辺部に❧地し、分ᕸᐦᗘは武蔵野台地ഃで

㧗ࡃ、大宮台地でపいというഴ向はඹ通する。しかし、もうᑡしලయⓗにぢてࡳよう。

　㛵東地方で本᱁ⓗな℺₅稲సをᇶ♏とする集落が出⌧するのは中期中㡭の中㔛式・池上式

土器ẁ㝵である。しかし、このẁ㝵では㊊᯶平野の中㔛遺跡、小ᷬ川下流域のᖖ代遺跡、北

武蔵域の池上遺跡などごࡃ㝈られた遺跡しか明☜でなࡃ、これまでⲨ川下流域ではこのẁ㝵

の遺跡はᢕᥱできていない。ところが、中期後半の宮ノ台式土器ẁ㝵になると、南㛵東ྛ地

のἙ川流域に℺₅稲స㎰⪔集落⩌が形成ࡉれる。武蔵野台地北縁（第 248 図上）でも、下流

ഃからᩥி区༓㥏木୕丁目南遺跡・Ⲩ川区道℺山遺跡からᯈᶫ区Ἀ山遺跡までᩘ NP 間㝸で、

１～２KD れ、その間にも小つᶍ集落が点ᅾする。とこࡉどのつᶍをもつ環濠集落が形成࡯

ろが午王山遺跡周辺は集落がẚ㍑ⓗまとまるが環濠をもつ大型集落はࡳられࡎ、黒目川よࡾ

も上流では遺跡分ᕸが⛥ⷧとなる。本遺跡から⣙ 27NP 㐳ったᆏ戸ᕷ木᭮ච遺跡で環濠集落

が☜ㄆࡉれ、㝃島遺跡などもあるが、宮ノ台式土器をకう遺跡の分ᕸᐦᗘはపࡃなっている。

また、Ⲩ川北ഃの大宮台地でも宮ノ台式土器をకう遺跡ࡸ環濠集落がࡳられるが、遺跡は小

つᶍで分ᕸᐦᗘも␯らである。

　後期になると遺跡の分ᕸᐦᗘは㣕㌍ⓗに㧗ࡃなる。第 248 図下では北区ᚚẊ前遺跡周辺の

遺跡⩌と赤⩚台遺跡⩌周辺の間の遺跡分ᕸがⷧࡃぢ࠼るが、遺跡ㄪᰝ地点の⢒ᐦが཯ᫎした

ぢかࡅ上のጼである。ᐇែは、石神஭川下流域から柳瀬川下流域までࡰ࡯㐃⥆する≧ែであ

る。それどころか、ここではูの遺跡としてࡉࢺࢵࣟࣉれていても、今後のㄪᰝによっては

ない。ただし、中期後半からࡃとつの遺跡としてまとめられるྍ⬟ᛶのある遺跡⩌もᑡなࡦ

後期になって✺ዴこのような遺跡分ᕸのኚ化が㉳きたのではなࡃ、後期でもึ㢌から前半の

遺跡は中期後半௨上に␯らな分ᕸᐦᗘであࡴ、ࡾしろ後期前半から後半にかࡅて遺跡分ᕸの

ᛴ⃭なኚືが㉳きている。そうした遺跡⩌ື向をᛕ㢌におきつつ第 248 図下をࡳると、ᯈᶫ
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区四ⴥ地区・Ἀ山遺跡から黒目川までの⣙㸵NP の⠊ᅖに環濠をഛ࠼た遺跡がᐦ集すること

がわかる。午王山遺跡は、その中で白子川下流域ᕥᓊഃの⊂❧ୣに❧地する、二㔜環濠をも

つྍ⬟ᛶが㧗い集落であࡾ、これら遺跡⩌の中᰾ⓗな఩⨨を༨めたྍ⬟ᛶが㧗いであろう。

　

２　関東における中・後期の土器型式分布の中の午王山遺跡

  午王山遺跡の≉Ⰽのࡦとつに、南㛵東系と北㛵東系、あるいは遠㝸地系の土器型式が明░

な点がᣲࡆられ、ᙜ時のேࡧとの地域間஺流ࡸ社会㛵ಀを▱るᡭがかࡾとなっている。第

249 図に㛵東地方におࡅる弥生時代中期後半と後期前半の土器型式の分ᕸᅪを示した。⌧代

社会ឤぬで㐣ཤの㛵東を一つの地域としてㄆ㆑するのはㄗࡾであって、時代ごとに㛵東ෆの

地域ごとのᕪ␗が㢧ᅾ化したࡾ、ⷧらいだࡾする。通ྐⓗにࡳると、弥生時代はもっとも地

域ごとのᕪ␗が㢧ⴭな時代であࡾ、中期と後期でも㐪いがある。

　中期後半（第 249 図ᕥ）では、南㛵東は㟼岡県域方㠃と㐃ືᛶの㢧ⴭな宮ノ台式土器、北

西㛵東は㛗野方㠃と㓞ఝする❳ぢ町式、Ⲉ城県域周辺は東北地方南部とᙉい㛵㐃をもつ㊊Ὑ

式などのㅖ型式が分ᕸし、それらにᣳまれるようにᅾ来系のఏ⤫のⰍ⃰いᚚ新田式・北島式

土器、およࡧ㛗野系とᅾ来系のᢡ⾺とࡳられる下ࢵ原・㤿ሙ式系の土器⩌が分ᕸする。しかも、

ྛ遺跡ではいࡎれかの型式がᅽಽⓗከᩘὴを༨めているために、分ᕸቃ⏺を明░に⥺ᘬきで

きるという≉Ⰽをもつ。その中で、午王山遺跡は宮ノ台式土器分ᕸᅪにᒓしておࡾ、前述の

ようにⲨ川流域におࡅる遺跡ᐦ集地の北縁ᐤࡾに఩⨨する。そのために第 133 号住ᒃ跡の大

型ናの㢕部✺ᖏなどは඾型ⓗな宮ノ台式土器というよࡾも、東松山ᕷ代正寺遺跡など、よࡾ

上流ഃの地域の≉Ⰽをもつ。

　後期前半（第 249 図ྑ）になると、中期後半に周辺地域との㛵㐃がᙉかった土器型式がྛ
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地にᐃ╔して新たな地域ごとのಶᛶが㢧ᅾ化する。宮ノ台式の後⿰である久ヶ原式はࡸࡸ分

ᕸ⠊ᅖを⊃め、Ⲩ川流域では中期後半の❳ぢ町式の後⿰であるᶡ式と඗ᘵ型式である岩鼻式

が㢧ⴭな分ᕸᅪを形成する。午王山遺跡は、南㛵東系の久ヶ原式と北㛵東系の岩鼻式土器が

ඹᏑしておࡾ、୧地域どうしが஺流ࡸ஺᫆を行うᣐ点としてのᙺ๭を果たしたに㐪いない。

　なお、中期後半から後期前半࡬のኚ㑄の㐣⛬で、午王山遺跡は後期ึ㢌に一時ⓗな✵白期

をᣳࢇでいるようである。ୣ㝠上の平ᆠ地の⣙２㸭３をⓎ᥀したとはい࠼、ᮍㄪᰝ区にこの

ẁ㝵の遺構・遺≀がᏑᅾするྍ⬟ᛶはṧࡉれている。ただし、たと࠼後期ึ㢌の遺構・遺≀

がᏑᅾしたとしても遺跡のపῶ・⦰小期であることはኚわらないであろう。しかし、このこ

とをもって本遺跡のಶᛶⓗな≉ᚩとࡳてはならない。౛࠼ば、かつて西川ಟ一Ặが┦ᶍ川下

流域をとࡾ上ࡆて弥生時代中期後半から後期にかࡅての᳨出住ᒃᩘを集ィし、後期ึ㢌の

᳨出ᩘがⴭしࡃᑡないことから、あたかも↓住の地のような≧ἣであったと述࡭た（西川

1991）。その後、┦ᶍ地域でも後期ึ㢌の住ᒃ᳨出は増࠼たものの⃭ῶしていることにኚわ

る東ி‴ἢᓊでも後期࠼の土器型式のኚ㑄が追࡬はない。宮ノ台式土器から久ヶ原式土器ࡾ

ึ㢌の遺構・遺≀の᳨出ᩘは⃭ῶしているし、南㛵東のࡳならࡎ㛵東・中部地方一෇でもྠ

ᵝのഴ向が☜ㄆできる。後期ึ㢌におࡅる午王山遺跡のしࡳࡰ⌧㇟は、よࡾᗈ⠊な地域で㐃

ືして㉳こった⌧㇟として⪃࠼るᚲせがある。

　後期中ⴥになると、南㛵東の土器型式⩌に大きなኚືが生ࡌる（第 250 図）。それは第

249 図の久ヶ原式土器分ᕸᅪෆの西半部のྛ地にࡳられる⌧㇟で、東海方㠃に⏤来する土器

型式のᙳ㡪がⴭしࡃなる。┦ᶍ川西ᓊ南部域では東㥴Ἑ系の土器型式が分ᕸᅪをᗈࡆる。と

ころが、┦ᶍ川流域では、かつてᐤ道式・ఀሙ式と࿧ばれた東୕Ἑ・西遠Ụの土器型式が✺

ዴ出⌧する。≉に⥤瀬ᕷ神ᓮ遺跡は㠃✚⣙ 0�5KD を環濠でᅖࡴ集落で、ᅾ来系の久ヶ原式土

器は㸳㸣ᮍ‶にとどまࡾ、出土土器の 95㸣௨上は東୕Ἑ・西遠Ụの≉ᚩをもつものであっ

た（第 250 図下ẁ㸸村上࡯か 1992）。土器のΰ࿴ᮦは┦ᶍ川流域のものであることからᙜ地

域で〇సࡉれたと⪃࠼られるものの、土器の〇సᢏ⾡と器✀⤌成はᨾ地のものとࡰ࡯一⮴す

る。土器だࡅでなࡃ、❿✰住ᒃも▷㍈上に⅔をもつことも東海方㠃に類౛があࡾ、❿✰住ᒃ

に㔜」がないことから▷期ⓗな⛣住者の࣒ࣛとุ᩿ࡉれた。その後のㄪᰝで、❿✰住ᒃの㔜

」౛は☜ㄆࡉれたものの、▷期ⓗな⛣住者の࣒ࣛというホ౯はኚわらない。そして神ᓮ遺跡

だࡅでなࡃ、┦ᶍ川流域では東୕Ἑ・西遠Ụの土器型式が㢧ⴭな遺跡がྛᡤにᏑᅾしておࡾ、

これをዎ機として遺跡ᩘと᳨出住ᒃᩘが㣕㌍ⓗに増加する。

　これにᑐして武蔵野台地の東縁部では、東遠Ụの菊川式土器のᙳ㡪をཷࡅた土器が㢧ⴭと

なる。神田川流域の新ᐟ区下戸塚遺跡は菊川式土器のᙳ㡪が≉に㢧ⴭで、下戸塚式土器と࿨

れている（ᩪ藤ࡉྡ ᡪ形ᩥをࡸᩥ≦⩚による✺่ࢣࣁ、らにᯈᶫ区西台遺跡ではࡉ。（2010

᪋し菊川式そのものという࡭き⣽㢕ናが出土しておࡾ、午王山遺跡でも下戸塚式土器が㢧ⴭ

である（第 250 図ྑ上）。ただし午王山遺跡で、ናの中にཷཱྀ≧ཱྀ縁をもࡕ、その下➃に่

✺ิを㐃ࡡእ㠃に⩚≧⦖ᩥを᪋すᐇ౛があࡾ、その≉ᚩは東遠Ụよࡾも㥴Ἑ地域で菊川式の

ᙳ㡪が㢧ⴭとなるẁ㝵にࡳられる一⩌であࡾ、ここでは東遠Ụ・㥴Ἑ系としておࡃ。ただし、

┦ᶍ地域の東୕Ἑ・西遠Ụ系土器では神ᓮ遺跡を代表౛としてᨾ地の土器の≉ᚩをⰍ⃰ࡃಖ

ᣢし、器✀⤌成も෌⌧ᛶが㧗いのにᑐして、東遠Ụ・㥴Ἑ系ᙜ地域ࡸ本遺跡の東遠Ụ・㥴Ἑ
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系土器はそのẚ⋡がࡸࡸపࡉ、ࡃらに東海系土器のなかではናのẚ⋡が㧗いという㐪いがあ

る。しかしながら、ᅾ来系である久ヶ原式土器分ᕸᅪの西半部が東海地域に⏤来するእ来系

土器のᐃ╔によって大きな構造ኚ᥮を㉳こしていることはὀ目に್する。

３　住居構造にも東海系が現れる

　それでは東海系のᙳ㡪が㢧ⴭになるのは久ヶ原式土器分ᕸᅪでも西半部だࡅで、東ி‴東

ᓊ域はそのᅪእだったのであろうか。そうした␲ၥに⟅࠼てࡃれるのが、木更ὠᕷ㧗◁遺跡

の住ᒃ⩌である（第 251 図ᕥ）。㧗◁遺跡は中期末の宮ノ台式最新ẁ㝵に形成ࡉれጞめた、

小ᷬ川流域のప地に❧地する集落である。図は後期の住ᒃ⩌がᐦ集する地区で、⥙かࡅした

のが❿✰住ᒃでいࡎれも後期前半にᒓす。これらの❿✰住ᒃ⩌をษって、図の下方が㏵ษれ

るࡰ࡯環≧の溝がᢡࡾ㔜なっている。このうࡕ溝 6=6 は 6B2 を中ᚰにめࡄってお6、ࡾB2 が

４本୺ᰕの平地式ᘓ≀であ6=6、ࡾ はそれをᅖࡴ周溝とุ᩿できる。௚の環≧の溝もᰕ✰は

ኻわれているが平地住ᒃとࡳる࡭きであࡾ、したがって㧗◁遺跡のこの地点は、後期前半は

❿✰ᘓ≀で構成ࡉれていたのが後期中ⴥに一ᩧに平地住ᒃにኚㇺしたことになる。こうした

住ᒃ構造は南㛵東ではඛ行する時期に類౛はない。一方、東海方㠃では、㟼岡ᕷⓏ࿅遺跡の

ように、ప地に❧地する弥生時代中期後半～後期のྛ地の遺跡で☜ㄆࡉれている。Ⓩ࿅遺跡

の 6B2009 住ᒃ跡でᗋ㠃を᩿ࡕ๭ったところ、ཌᩘྛࡉ FP の木Ⅳᒙと白Ⰽ⢓㉁ࢺࣝࢩが 10

ᒙも஫ᒙをなしておࡾ地下Ỉのᾐ㏱・上᪼をᢚ࠼る㜵‵ᥐ⨨と⪃࠼られる。Ⓩ࿅遺跡は㟼岡

平野のప地部の⮬↛ሐ㜵上にᒃ住域をタࡅておࡾ、住ᒃはᙜ時の地表㠃ࣞ࣋ࣝの平地式ᘓ≀

で、ᗋ下に㜵‵ᥐ⨨を᪋し、ᘓ≀の周ᅖに溝をᕠらすというప地௙ᵝの住ᒃ構造を᥇ってい

る（第 251 図ྑ）。こうした住ᒃ構造が、東ி‴東ᓊのప地に❧地する集落に᥇用ࡉれたの



ୈᶛষɹ໻ੜ࣌୅ूམͱग़౔Ҩ෺ͷ෼ੳ・ݕ౼

ʖ ��� ʖ

である。東ி‴東ᓊに、土器型式の上では東海方㠃の明☜なᙳ㡪をぢ出すことはできないが、

住ᒃ構造に㟼岡方㠃からの新しいᩥ化せ⣲のᑟධがᐇ⌧していたことになる。これは༢に住

ᒃ構造のၥ㢟にとどまるものではなࡃ、生⏘ᇶ┙であるỈ田⪔地に᥋するప地に集落を構࠼

るという生άᵝ式の᥇用であࡾ、おそらࡃはそれ௨前よࡾもỈ田⪔地の㛤ᣅに✚ᴟⓗにྲྀࡾ

ࡸάືの཯ᫎであろう。こうした平地住ᒃからなる集落は、戸田ᕷ㘫෬谷・新田ཱྀ遺跡ࡴ⤌

北区㇏島㤿ሙ遺跡・ᯈᶫ区ᾋ間⯚Ώ遺跡のように、Ⲩ川流域でも後期末から古墳時代前期に

㢧ⴭになってࡃる。すでに午王山遺跡の集落は⤊↉を㏄࠼たẁ㝵だが、午王山遺跡にぢられ

る東海系土器の進出のືきが、ࡸがてこうしたື向を生ࡳ出したのであろう。

４　青銅器文化の波及

　後期前半から中㡭にかࡅてࡳられる南㛵東࡬の東海系の土器と平地住ᒃのἼཬはそれのࡳ

にとどまることはなかった。それまで㛵東地方にぢられなかった西日本～東海系の㟷㖡器ࡸ

それを用いた൤♩行Ⅽも᥇用ࡉれるようになる。午王山遺跡でもそれを▱る資料が出土して

いる。㖡㚫形土〇ရとᖏ≧෇環㖡㔲である。

　午王山遺跡では、Ａ溝から３点の㖡㚫形土〇ရ（３次・㸳次㹀区・㸵次）がⓎぢࡉれた。

㖡㚫形土〇ရは஑ᕞから㛵東まで分ᕸしておࡾ、神尾ᜨ一Ặの集ィでは 230 点もの出土౛が

ある（神尾 2012）。Ụ原 㡰Ặのࢱ࣮ࢹ（Ụ原 2016）を⿵記すると、㛵東では神ዉ川県で２

遺跡３点（ཌ木ᕷἙ原ཱྀᆓ中遺跡２点・ᶓ὾ᕷ稲荷前遺跡１点）、東ி㒔１点（⇃ࢣ谷遺跡）、

⩌㤿県１遺跡１点（ኴ田ᕷ成塚石ᶫ遺跡）、ᇸ⋢県３遺跡㸴点（午王山遺跡３点・ᮅ㟘ᕷ向

山遺跡２点・ᆏ戸ᕷ下田遺跡１点）とᑡないが、午王山遺跡３点・向山遺跡２点と࿴ග・ᮅ

㟘⏺㝰に集中する。㖡㚫ࡸ小㖡㚫などの㟷㖡器は㧗ᗘな㗪造ᢏ⾡をせするために、ᑓ㛛のᢏ
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⾡者が㝈られた集落で㗪造したと⪃࠼られる。一方、㖡㚫形土〇ရは土器の〇సとኚわると

ころがなࡃ、どの遺跡でも〇సすることがྍ⬟であるから、≉ูな意⩏をぢ出そうとするの

はៅ㔜であࡾたいが、午王山・向山୧遺跡の㖡㚫形土〇ရは小㖡㚫を㆑ูできてึめて〇స

できることにὀ目したい。

　㛵東地方では┦ᶍ‴ᓊから東ி‴ἢᓊ周辺にかࡅて 10 遺跡で小㖡㚫が出土し、⩌㤿・ᰣ

木୧県南部でもྛ１遺跡でも᳨出౛がある（第 252 図）。それらは形ែⓗ≉ᚩから大きࡃ二

分できる。༓ⴥ県ᕷ原ᕷ川↝台遺跡１・２号、神ዉ川県平塚ᕷෆἑ遺跡、ᰣ木県小山ᕷ田間

遺跡౛はࡸࡸ大型で、㫅と、✺⥺が㗪出ࡉれたᡥ平な㕓をもࡕ、㌟のᶓ᩿形は⣳㗽形（ཌい

࡯㕓が、ࡾ小形のഴ向があࡾ形）を࿊する（Ａ⩌）。一方、௚の小㖡㚫（㹀⩌）はよࢬࣥࣞ

෇形で、㫅をもたない。㌟のᶓ᩿形は⣳㗽形と␎෇形の２✀がある。Ａ⩌は㕓の✺⥺の表ࡰ

⌧と、川↝台１号の㌟の表⿬を▮⩚᰿（᭷㍈⩚≧）ᩥが⿃⿸こ≧に᪋してあることから、㖡

㚫でも✺⥺㕓式のう୕ࡕ遠式㖡㚫をࣔࣝࢹとして〇సࡉれたことが分かる。〇స地は୕遠式

㖡㚫の㗪造地域である東海西部域と⪃࠼るのがጇᙜである。

　午王山遺跡Ａ溝から出土した３点の㖡㚫形土〇ရのうࡕ㸳次ㄪᰝ㹀区・㸵次ㄪᰝ出土ရは

ᶓ᩿形が⣳㗽形を࿊する㌟の୧ഃに⢓土⣣が㈞௜ࡉれて㫅が表⌧ࡉれている。一方、３次ㄪ

ᰝ出土ရはᶓ᩿形が෇形で、㫅の表⌧がない。向山遺跡の２౛もこうした二者があࡾ、小㖡

㚫Ａ⩌と㹀⩌をࣔࣝࢹとしてసࡾ分ࡅたと⪃࠼られる。すなわࡕ小㖡㚫の２⩌を㆑ูするこ

とがྍ⬟なసࡾᡭでしか〇సすることはできࡎ、小㖡㚫の㆑ูのࡳならࡎ小㖡㚫を用いる൤

♩の意࿡も▱っていたと⪃࠼る࡭きであろう。そして、午王山・向山୧遺跡の㖡㚫形土〇ရ
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はその時期を明☜にุ᩿できる点でも㔜せである。午王山遺跡ではＡ溝の中ᒙから出土して

おࡾ、菊川式のᙳ㡪Ⰽ⃰い下戸塚式の⠊␪に཰まる。向山遺跡では、❿✰住ᒃのᗋ下から出

土した（ᇙ⣡か㸽）小㖡㚫㹀⩌をᶍೌした完形ရは、㌟の上部をᶓ᩿するようにࢣࣁ目ỿ⥺

ᩥを１᮲ᕠらしているから、菊川式・下戸塚式ẁ㝵にᒓすとุ᩿できる。東海西部の編年に

ᑐẚすると山中式後半から廻間Ⅰ式にే行し、୕遠式・近␥式✺⥺㕓式㖡㚫がまࡉしࡃ⤊↉

を㏄࠼るẁ㝵にᙜたっている。このẁ㝵に小㖡㚫が東海道➽を東方にἼཬし、その分ᕸの東

➃の午王山遺跡一ᖏでその形ែⓗ≉ᚩを㆑ูし、そしておそらࡃは⚍♭൤♩も▱るே々に

よって土〇ရにその形が෗ࡉれたことになる。

　こうしたẁ㝵に㛵東にもたらࡉれた㟷㖡器は小㖡㚫だࡅではない。⃰尾平野௨西で〇సࡉ

れた᭷㖋㖡㔲ࡸ⟄形㟷㖡器が神ዉ川・༓ⴥ୧県域でもᩓぢࡉれる。これらの㟷㖡器が東海道

➽でもたらࡉれたのとዲᑐ↷をなすのがᕮ形㖡器で、⩌㤿県新ಖ遺跡ࡸⲈ城県一本松・宮平

୧遺跡でࡳられ、㛗野県上田ᕷ武石遺跡でもⓎぢࡉれていることからࡳて、㛗野県の༓᭤川

Ỉ系を⤒⏤して北㝣方㠃から北㛵東࡬ともたらࡉれたと⪃࠼られる。午王山遺跡Ａ溝ではᖏ

≧෇環㖡㔲がⓎぢࡉれているが、類౛は㟼岡県域・南㛵東およࡧ㛗野県北部であることから

東海道➽と༓᭤川Ỉ系のいࡎれからと⪃࠼る࡭きかุ᩿が㏞うが、ᑡなࡃともいࡎれかの地

域との஺流を通ࡌてもたらࡉれたことに㐪いはない。

　午王山遺跡は、中期後半に小つᶍな集落として⌧れ、後期ึ㢌の✵白期をᣳࢇで後期前半

から後半にかࡅてᏑ⥆した。後期の午王山集落は、ᙜ地域のᣐ点として遠㝸地との஺流を㔜

地域社会の෌編成を≌ᘬした。この集落の後半ẁ㝵になると、Ⲩ川周辺の台地上には大、ࡡ

つᶍ集落⩌が形成ࡉれ、それが次なる古墳時代社会を生ࡳ出すᇶ┙となった。こうしたື向

は、午王山遺跡༢⊂でも、Ⲩ川下流域だࡅでも㐩成し࠼たわࡅではなࡃ、まࡉしࡃ日本ิ島

ྛ地の地域社会が㐃ᦠしてᛴ⃭に次なる時代࡬とኚ㠉していࡃ≧ἣと㐃ືしていた。午王山

遺跡はそうした地域社会のṔྐືែをࡳごとにయ⌧した遺跡という࡭きである。
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